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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変形可能なチューブから物質を分配するための装置であって、
　上部分及び底部分を有し、２つのシェル部品で構成されるシェルを含み、前記シェルが
、変形可能なチューブを受容するために適した区画を画定し、その上部分に開口を有して
おり、
　各シェル部品が、（ｉ）周囲の溝によって取り囲まれた加圧部分であって、前記周囲の
溝は、前記シェル部品の残部から前記加圧部分を分離すると共に、前記シェル部品の前記
残部によって取り囲まれる、加圧部分と、（ｉｉ）前記底部分に配置されたヒンジであっ
て、前記加圧部分が前記シェル部品の前記残部から独立して動作可能となるように前記加
圧部分を前記シェル部品に接合するヒンジと、を含み、前記加圧部分の内表面が、変形可
能なチューブを前記チューブの底部から前記チューブの上部へ絞るように構成された加圧
機構を有し、前記加圧機構が、その上部よりその底部でより厚みがある、装置。
【請求項２】
　変形可能なチューブから物質を分配するための装置であって、
　上部分及び底部分を有するシェルを含み、前記シェルが、変形可能なチューブを受容す
るために適した区画を画定し、その上部分及びその底部分に開口を有しており、
　前記シェルが（ｉ）２つの加圧部分であって、各加圧部分が、周囲の溝によって取り囲
まれ、前記周囲の溝は、前記シェルの残部から前記各加圧部分を分離すると共に、前記シ
ェルの前記残部によって取り囲まれる、２つの加圧部分と、（ｉｉ）前記シェルの前記底
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部分に配置されたヒンジであって、前記各加圧部分が前記シェルの前記残部から独立して
動作可能となるように前記各加圧部分を前記シェルに接合するヒンジと、を有し、前記各
加圧部分の内表面が、変形可能なチューブを前記チューブの底部から前記チューブの上部
へ絞るように構成された加圧機構を有し、前記加圧機構が、その上部よりその底部でより
厚みがある、装置。
【請求項３】
　前記加圧機構が、内部補強材を含む変形可能なチューブの前記内部補強材に対して加圧
するように構成される、請求項１又は２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１０年６月４日に出願された米国特許仮出願第６１／３５１５８２号の
利益を主張するものであり、その開示の全体は本明細書に参照として組み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、例えば接着剤などの物質を変形可能なチューブから分配するための装置に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　変形可能なチューブ（例えば、アルミニウムチューブ）は、例えば接着剤などの液体及
びゲルを収容し、分配するために使用されることが多い。しかしながら、変形可能なチュ
ーブから出る接着剤又は他の物質の流量を調節することは困難なことがある。したがって
、これらのチューブから接着剤を分配することは、厄介であり、接着剤の無駄を生じるこ
とがある。更に、ユーザーはチューブを正しい領域で絞らないことがあり、接着剤の一部
はチューブの底部に閉じ込められて残ることがある。
【０００４】
　変形可能なチューブからの液体及びゲルの送達を制御しようとして、様々な装置が開発
されてきた。典型的にこれらの装置は、ボタン又は把持つめ（gripping jaw）を有する容
器又はケーシングを含む。変形可能なチューブは、容器又はケーシング内に配置され、次
にボタン又はつめが作動されて、比較的制御された方法でチューブの中身が押し出される
。このような装置の例は、米国特許出願公開第２００７／０２１８２２９号（Ｎａｇａｈ
ａｍａら）及び同第２００９／０１７９０３１号（Ｃｈｅｎ）、並びに欧州特許出願公開
第０　５２１　２００号に記載されている。ただし、多くの場合に、これらの装置は、多
数の部品を含み、比較的高価であり、製造及び／又は組み立てが複雑である。
【０００５】
　変形可能なチューブからの制御された送達を提供するために開発されてきた別の方法に
は、チューブ内に内部補強材を配置すること（例えば、貫通開口又は開放コイルを有する
チューブ）が含まれる。内部補強材は、バネのように働き、チューブを絞った後にチュー
ブの壁が元に戻るのを助ける。おそらく、これによりチューブ内部に真空状態が生み出さ
れ、それによって接着剤が吸い戻されて流動が止まる。しかしながら、内部補強材は、よ
り高粘度の接着剤がチューブの底部に閉じ込められる問題には対処していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記を考慮すると、変形可能なチューブから接着剤などの物質を分配するための改善さ
れた装置を求める必要性があることが分かる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　簡単に言うと、一態様では、本発明は、上部分及び底部分を有し、２つのシェル部品で
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構成される、シェルを含む、変形可能なチューブから物質を分配するための装置を提供す
る。シェルは、変形可能なチューブを受容するために適した区画を画定し、その上部分に
チューブの放出口が延出可能な開口を有する。各シェル部品は、加圧部分を取り囲む溝と
、加圧部分をシェル部品に接合する底部分に配置されたヒンジとを有する加圧部分を含む
。加圧部分の内表面は、変形可能なチューブをチューブの底部からチューブの上部へ絞る
ように構成された加圧機構を有する。
【０００８】
　別の態様では、本発明は、変形可能なチューブから物質を分配するための別の装置を提
供する。装置は、上部分及び底部分を有するシェルを含む。シェルは、変形可能なチュー
ブを受容するために適した区画を画定し、その上部分とその底部分とに開口を有する。シ
ェルは、２つの加圧部分を含む。各加圧部分は、加圧部分を取り囲む溝と、加圧部分をシ
ェルに接合するシェルの底部分に配置されたヒンジとを有する。各加圧部分の内表面は、
変形可能なチューブをチューブの底部からチューブの上部へ絞るように構成された加圧機
構を有する。
【０００９】
　更に別の態様では、本発明は、内部補強材を含む変形可能なチューブから物質を分配す
るための装置を提供する。装置は、上部分及び底部分を有し、２つのシェル部品で構成さ
れる、シェルを含む。シェルは、変形可能なチューブを受容するために適した区画を画定
し、その上部分に開口を有する。各シェル部品は、加圧部分を取り囲む溝と、加圧部分を
シェル部品に接合する底部分に配置されたヒンジとを含む。加圧部分の内表面は、内部補
強材を含む変形可能なチューブの補強材に対して加圧するように構成された加圧機構を有
する。
【００１０】
　更に別の態様では、本発明は、内部補強材を含む変形可能なチューブから物質を分配す
るための別の装置を提供する。この装置は、上部分及び底部分を有するシェルを含む。シ
ェルは、変形可能なチューブを受容するために適した区画を画定し、その上部分及びその
底部分に開口を有する。シェルは、２つの加圧部分を含む。各加圧部分は、加圧部分を取
り囲む溝と、加圧部分をシェルに接合するシェルの底部分に配置されたヒンジとを有する
。加圧部分の内表面は、内部補強材を含む変形可能なチューブの補強材に対して加圧する
ように構成された加圧機構を有する。
【００１１】
　本発明は、上記のようなディスペンサーであるが、加圧部分が１つしかないディスペン
サーも提供する。このような実施形態では、シェルの内表面の少なくとも一部（例えば、
加圧部分の向かい側にある内表面）は、好ましくは加圧部分にある加圧機構と同様の加圧
機構を含む。
【００１２】
　本明細書で使用する場合、
　「上部」は、変形可能なチューブを装置内に配置するとき、変形可能なチューブの放出
口が延出するであろう装置の末端部を一般的に指すよう使用され、「上部分」は、装置の
上半分を一般的に指すよう使用される。
　「底部」は、装置の上部の反対側にある装置の末端部を一般的に指すよう使用され、「
底部分」は、装置の下半分を一般的に指すよう使用される。
　「内表面」又は「内側」は、変形可能なチューブを装置の区画内に配置するとき、チュ
ーブに面する表面又は領域を指すよう使用される。
　「外表面」又は「外側」は、変形可能なチューブを装置の区画内に配置するとき、チュ
ーブから見て外方向の表面又は領域を指すよう使用される。本発明の装置は、変形可能な
チューブから液体及びゲル接着剤などの物質を高精度で分配すると同時に、接着剤の無駄
も最小限に抑える。有利なことに、本発明の装置は、人間工学的な単純な構成であり、製
造及び組み立てが容易であり、比較的低コストである。したがって、本発明の装置は、変
形可能なチューブから接着剤などの物質を分配するための改善された装置を求める当該技
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術分野における要望を満たす。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置に有用なシェル部
品の内表面及び外表面を示す。
【図１Ｂ】変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置に有用なシェル部
品の内表面及び外表面を示す。
【図２】変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置に有用な別のシェル
部品を示す。
【図３】変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置に有用なシェルを示
す。
【図４】内部補強材を含む変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置に
有用なシェル部品の内表面を示す。
【図５】変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置に有用な別のシェル
部品を示す。
【図６】内部補強材を含む変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置に
有用な別のシェル部品を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　変形可能なチューブから物質を分配するのに有用な本発明の装置の一実施形態は、変形
可能なチューブを受容するための区画を画定し、上部にチューブの放出口用の開口を有す
る、シェルを含む。シェルは、例えば、ポリプロピレン、ポリエチレン、アクリロニトリ
ルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）、ポリスチレンなどの、プラスチック材料から典型的に
製造される。好ましくは、シェルはポリプロピレン製である。
【００１５】
　シェルは、共に噛み合ってシェルを形成し、チューブ区画を画定する、２つのシェル部
品を含む。いくつかの実施形態では、シェル部品は、ほぼ等しい大きさの対をなす片方で
ある。いくつかの好ましい実施形態では、２つのシェルの片方は同一である。図１は、本
発明の装置に有用なシェル部品の片方の例を示す。図１Ａは、シェル部品１００の外表面
を示し、図１Ｂは、シェル部品１００の内表面を示す。
【００１６】
　シェル部品１００は、ヒンジ１０４によりシェル部品１００の底部でシェル部品１００
の残部に接合され、周囲の溝１０６で囲まれた、加圧部分１０２を含む。好ましくは、加
圧部分は、シェル部品の一体化部分である（すなわち、別個の部品ではない）。図１に示
されるように、ヒンジ１０４は、リビングヒンジ（すなわち、２つの比較的剛性の物体を
共に接合するプラスチックの薄い可撓性ウェブ）である。ただし、他の実施形態では、加
圧部分は、シェル部品の一体化部分でなくてもよい。このような実施形態では、加圧部分
は、可動構成要素を含む機械的ヒンジによりシェル部品に取り付けられ得る。加圧部分は
、例えば、一般的に三角形、方形、多角形、又は楕円形状の、いずれか有用な形状を有し
ていてもよい。いくつかの実施形態では、加圧部分は、区画内に配置される変形可能なチ
ューブの幅とほぼ同じ幅である。他の実施形態では、加圧部分は、変形可能なチューブよ
り幅が狭いか、又は幅が広い。
【００１７】
　変形可能なチューブから物質を分配するとき、できる限り完全に物質を使用してチュー
ブの底部に未使用の物質を閉じ込めないために、チューブをその底部からその上部へ系統
的に絞ることが重要である。したがって、加圧部分は、シェル部品の底部分にヒンジで取
り付けられており、加圧部分の内表面は、変形可能なチューブをチューブの底部からチュ
ーブの上部へ絞るように構成された加圧機構を有する。チューブの底部から上部に向けて
絞ることにより、チューブの中身の分配に必要なチューブの量だけが絞られるため、分配
の精度が著しく向上する。
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【００１８】
　いくつかの実施形態では、図２のシェル部品２００のように、加圧機構２０８は、その
上部（幅「Ｂ」）よりその底部（幅「Ａ」）により厚いリブを含む。他の実施形態では、
加圧機構は、固体面、ボス、網状線、又はいずれか他の有用な構成を含む。加圧機構がチ
ューブを平らにしてチューブからできる限り多くの物質を絞り出せるように、ヒンジをで
きる限りチューブの近くに配置することも有利なことがある。したがって、図２に例示し
た実施形態などのいくつかの実施形態では、ヒンジ（２０４）の回転軸は、チューブの底
部付近でよりよく回転できるようにシェル部品の内表面に配置される。ただし、図５に例
示した実施形態などの他の実施形態では、ヒンジ５０４の回転軸は、シェル部品の外表面
に配置される。
【００１９】
　好ましくは、変形可能なチューブから物質を分配するための装置は、チューブを支持し
、好ましくは装置の組み立て及び使用時にチューブが回転することを防ぐ、チューブ支持
機構を含む。シェル部品１００は、シェル部品１００の底部付近に配置されたチューブ支
持機構１１０を含む。支持機構１１０は、チューブの底部を支持する。支持機構１１０は
、チューブの底部を支持する棚の役目をする。他の実施形態では、支持機構は、チューブ
を挟んで適所に保持するように角度がついた、シェル部品の一部であってもよい。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、シェルの上部分は、分配ノズルを適所にねじで留めるための
機構をシェルの首部の周囲に含む。例えば、図３に例示したようなシェル３０１は、分配
ノズル（図示なし）を適所にねじで留め得るように一端に角度がつけられた固定傾斜面３
１２を（開口３１８の首部に）含む。一旦ノズルが変形可能なチューブ（図示なし）上の
ねじ山と嵌合して固定傾斜面３１２上を通過すると、ノズルは適所に固定され、それによ
って、ノズル、チューブ、及びシェル３０１間の相対回転が防止されるであろう。更に、
ノズルは、チューブから取り外されなくてもよい。
【００２１】
　２つのシェル部品は、好ましくは必ずしも同一ではないが、共に噛み合って変形可能な
チューブの区画を形成する。シェル部品は、ピン及びボス又はスナップなどの噛合機構を
含むことができる。例えば、図１のシェルの片方１００は、ピン１１４及びボス１１６を
含む。あるいは、又は更に、シェルの片方同士を共に接着又は超音波溶接してもよい。
【００２２】
　本発明の装置内に配置される変形可能なチューブは、例えば、金属又はプラスチックな
どの、いずれか好適な変形可能な材料で製造されてもよい。変形可能なチューブは、多く
の液体、ゲル、及びペースト様物質を収容及び分配するために使用され得る。これらのチ
ューブは、通常、例えば、接着剤、練り歯磨き、化粧品、充填材、マスチック、パテ（例
えば、木材又は自動車修理用）、軟膏、膏薬などの物質と共に使用される。好ましくは、
変形可能なチューブは、例えば、アルミニウム合金などの、柔軟で押しつぶし可能な金属
から製造される。
【００２３】
　チューブの底部は、典型的に開けたままにされ、チューブの中身を充填するために使用
される。充填後、チューブの底部は閉じられ、圧着又は封止される。金属チューブは、典
型的に圧着され、その後、チューブの平坦部分がＳ字折り又は重複折りに折り畳まれても
よい。プラスチックチューブは、熱を使用して単に圧着して閉じてもよく、又は超音波溶
接されてもよい。
【００２４】
　例えば、米国特許出願公開第２００９／０００１０９８号に開示されているように、変
形可能なチューブは内部補強材と共に提供されることがある。したがって、本発明は、内
部補強材を含む変形可能なチューブから物質を分配するための装置も提供する。この装置
は、典型的に（チューブの底部から絞り上げる、補強材のないチューブ用に設計された装
置に対して）補強材を含むチューブ部分を絞るように構成される。
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【００２５】
　図４に示されるように、この変形可能なチューブから物質を分配するための装置は、上
記の装置と非常によく似ている。ただし、シェル部品４００の加圧部分の内表面は、（例
えば、チューブの中央部分で）内部補強材に対して加圧するように構成された加圧機構４
０８を有する。加圧機構４０８は、例えば、その上部（幅「Ｂ」）又は底部（幅「Ａ」）
よりその中央部（幅「Ｃ」）でより厚みがある。
【００２６】
　図６は、内部補強材を含む変形可能なチューブから物質を分配するための本発明の装置
の別の実施形態を示す。この実施形態では、加圧機構７０８は、ディスペンサーの中央上
部部分（幅「Ｄ」）で最も幅が広い。
【００２７】
　内部補強材を含む変形可能なチューブから物質を分配するための本発明のいくつかの実
施形態では、加圧機構は、補強材より下でも加圧するように構成される。
【００２８】
　本発明の装置は、その単純な構成のために製造が比較的容易かつ安価である。シェルの
各片方は、例えば、一体成形として成形されてもよい。シェルの片方同士は同一であって
もよく、したがって異なる成形型を必要としない。
【００２９】
　本発明の装置は、組み立ても容易である。チューブの放出口又はノズルがシェル部品の
上部の半円形開口を通って延出するように、一方のシェル部品にチューブを配置すること
により、２つのシェル部品を含む装置を変形可能なチューブと共に組み立てることができ
る。チューブ支持機構がある場合、チューブの底部をチューブ支持機構上に乗せることが
できる。次に、もう一方のシェル部品を最初の部品の片方と共に噛み合わせることで、シ
ェルの区画にチューブを納めることができる。シェル部品は、噛み合う機構、溶接（例え
ば、超音波溶接）、接着剤、これらの組み合わせなどを使用して、共に固定することがで
きる。
【００３０】
　シェルが単一部品で構成される本発明の装置も、組み立てが容易である。変形可能なチ
ューブは、シェルの底部にある開口を通じて挿入され、放出口又はノズルが上部の開口を
通って延出するようにシェル内に押し上げられ得る。所望により、その後、底部品を使用
して底部の開口を閉止してもよい。装置を使用するまで放出口若しくはノズルを適所に維
持するために、クリップを使用してもよく、又はチューブを適所に維持するために、ノズ
ル若しくはキャップをねじ付きにしてもよい。
【００３１】
　本発明の装置は、変形可能なチューブから高粘度のゲル及びペーストだけでなく低粘度
の液体も分配するのに好適である。いくつかの実施形態では、変形可能なチューブは、シ
アノアクリレート接着剤などの接着剤を収容する。
【００３２】
　本発明の装置は、加圧部分を指で単純に押すか又はやさしく絞ることで変形可能なチュ
ーブの中身を分配するように使用され得る。
【実施例】
【００３３】
　以下の実施例によって本発明の目的及び利点を更に説明するが、これらの実施例におい
て記載される特定の材料及びその量、並びに他の条件及び詳細は、本発明を不要に限定す
るものとして解釈されるべきではない。
【００３４】
　（実施例１～４）
　Ｃａｒｔｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ，Ｃｈｉａ－Ｙｉ　Ｈｓｉｅｎ，
Ｔａｉｗａｎから入手した金属チューブに、５０，０００ｃＰのシアノアクリレートゲル
接着剤４．５ｇを充填した。図２に例示したような本発明のディスペンサーに金属チュー
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ブを配置した。接着剤が出なくなるまで両手を用いてディスペンサーを絞った。その後、
分配された接着剤を計量した。結果を表１に示す。
【００３５】
　比較例Ｃ１～Ｃ４
　シアノアクリレートゲル接着剤をそれぞれ４ｇ含有する、Ｈｅｎｋｅｌ　Ｃｏｎｓｕｍ
ｅｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ，Ａｖｏｎ，ＯＨにより製造された、Ｌｏｃｔｉｔｅ　Ｓｕｐ
ｅｒ　Ｇｌｕｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（商標）ディスペンサー（モデル番号０１－３０３８０
）４つを小売店で購入した。接着剤が出なくなるまで両手を用いてディスペンサーを絞っ
た。その後、分配された接着剤を計量した。結果を表１に示す。
【００３６】
【表１】

【００３７】
　本明細書中に引用される刊行物の完全な開示は、それぞれが個々に組み込まれたかのよ
うに、その全体が参照により組み込まれる。本発明の範囲及び趣旨から逸脱することなく
本発明に様々な変更及び改変を行いうる点は、当業者には明らかであろう。本発明は、本
明細書で述べる例示的な実施形態及び実施例によって不要に限定されない点、また、こう
した実施例及び実施形態はあくまで例として与えられるものであり、本発明の範囲は、本
明細書において以下に記載される特許請求の範囲によってのみ限定されるものである点は
理解すべきである。
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